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デジタル社会における
「ものづくり」

株式会社ニコン　理事　研究開発本部　CIS 開発センター長

   山本 哲也

近年、IoT、クラウド、AI 等のデジタル技術を活
用し、交通や金融、医療等、私たちの生活を支え
る様 な々分野で新しいサービスが展開される「デジ
タル社会」が到来しています。このデジタル社会で
は顧客価値の源泉が従来の「モノ」から、「コト」
や知識、データ／情報へ移っています。そして、こ
の中で「ものづくり」も大きな変革を迎えています。
また、市場もグローバル化して競争が激化し、国内
だけでなく海外の企業、そして異業種プレイヤーもラ
イバルとなって大きな変革を迎えています。

このようなデジタル社会では、従来の製造業にお
ける自前主義／垂直統合で差別化／競争力を維
持するといった「ものづくり」モデルから、様 な々企
業との多種多様な協業、そして共創を必要とするモ
デルへの移行が増えてきています。

カメラを例にとると、フィルムカメラからデジタルカメ
ラに進化し、市場ではデジタル技術の進化とともに
デジタル化された映像、音楽、音声、写真、文字
情報が、インターネットを介してユーザーへ伝達され
るシーンがますます増え、そしてインターネットは全て
の「モノ」がコミュニケーションをするための情報伝
送路に変化しつつあります。今では大半のデジタル
カメラに Wi-Fi 等の通信機能が標準装備され、イン
ターネットに直接つながります。

この世界では、ソフトウェアとネットワークサービス
を組み合わせ、ハードウェアという窓を通して価値を
提供する「価値づくり」への転換が起きています。
その中でスマートフォンカメラは、ネットワークを介して
多種多様なサービスと一体化することで（スマートカ
メラと呼ばれている）、大きな資本の移動をもたらしま
した。このような時代にこそ、VE が本来持っている
価値創造／市場開拓型の考えが見直されるべきと
考えます。

VE は、価値（Value）を研究する目的で作られ
た「価値工学」や「価値分析」技術であり、V：
Value（価値）＝F：Function（機能）／ C：Cost

（コスト）と定義されます。この Vを高める活動を
VEと言い、以下 3 つの実施段階があります。
1．製品の企画段階で行うゼロルックVE
2．製品の開発・設計段階で行うファーストルックVE
3．すでに生産されている製品のコスト削減を目的と

するセカンドルックVE
デジタルカメラのような、ある面、単一市場かつ

成熟した市場では、価格競争／コストダウンに陥る
傾向は否めず、その強力な手段として VE が活用
されてきました。もちろん、VE の狙いの 1 つにコスト
ダウンがあることは間違いではありません。しかし、
VE の目的・本質はコストダウンではなく、価値を高
めることにあります。

VE 本来の顧客の価値創造を考えると、従来は
「カメラ（モノ）は何ができるか」といった観点から
競合モデル／市場を調べ、機能・価値向上を進め
てきましたが、ニーズの多様化したデジタル社会で
は、「カメラで何をするか」、すなわち「誰がどうカメ
ラを使ってどんな価値を創るのか」といった、単に
写真や動画の性能向上ではなく、多種多様な価値
モデルを調べて／創り、機能創造／価値創造する
といった思考のパラダイムシフトが起こっています。

VE は決して古い考えではなく、思考範囲を「モ
ノ」から「コト」へパラダイムシフトすることでデジタ
ル社会での「価値づくり」の要の技術になります。
今こそ VEを見直し、積極的に活用することで、デ
ジタル社会で「価値の優位性を持ったものづくり（創
り）」を志向していければと考えています。

（筆者は当会理事）
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第 53 回  VE全国大会『VE実践論文』
会 期 　2020年10月27日（火）～10月28日（水） 2日間
会 場 　アルカディア市ヶ谷〔東京都千代田区九段北〕

第 53 回
VE全国大会

論文テーマの一例
■ ○○分野へのVE適用事例の効果及び今後の可能性
■ ○○業におけるVE適用事例にもとづく○○に関する考察
■ ○○製品の開発VEに応用した○○手法の効果に関する考察
■ ○○業務へのVE適用と成果拡大のための方策
■ VEと○○手法の融合活用に関する試行と考察

■ VE実践における○○の課題に対する効果的な解決策
■ VEと○○に関する実態調査に基づく考察
■ イノベーションを促す効果的な創造プロセスに関する提案
■ 公共分野における価値向上の事例と波及効果
など

※論文要旨について予備審査
　を行います。　　 
予備審査を通過した方には、
折り返し原稿執筆ガイド等を
お届けいたします。

論文テーマ例、論文評価項目を含む
募集要項など、詳細は
  https://www.sjve.org/9130
をご参照ください。

【お問合せ／お申込みは】
公益社団法人 日本バリュー・エンジニアリング協会
TEL 03（5430）4488 ／ FAX 03（5430）4431
URL：https://www.sjve.org ／ E-mail：info＠ sjve.org

募集

 応募申込締切　2020年2月28日（金）
 本文原稿の締切　2020年4月16日（木）9時必着

VE 全国大会は、VEのますますの普及・活性化と技術水準の向上を主な目的に、毎年秋
に開催されており、2020 年度は上記の会期・会場で開催する予定です。その開催にあたり
本会では、「VE実践論文」を募集いたします。

「VE実践論文」とは、
◎VE実践活動を通じて得られた創意・工夫をまとめたもの
◎VEに関する技法について、モデルケースやシミュレーションにより検証し、実務
　への適用を提案するもの
◎VEに関するアンケート調査等により得られた情報にもとづく考察をまとめたもの

など実務に即した内容で、必ずしも学術的研究プロセスを経たものでなくても可とします。

『論文審査委員会』における審査の結果、入選となった論文は、大会で表彰いたします。
バリュー・エンジニアをはじめ、企業や公共機関の方々、研究者、コンサルタント、学生

など、多くの方々からのご応募をお待ちしております。

資格認定試験
実施日程のお知らせ

2019年度の資格認定試験を、下記の通り実施いたします。
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委員長・吉澤郁雄（東京理科大学） 小川久信（個人会員）

大橋　守（日立金属） 丹澤一昭（ＲＫコンサルティング）

星野正明（宝星堂ＶＥ・ISO事務所） 川上雄史（フジタ）

松枝信一（西日本旅客鉄道） 後明廣志（ＧＨコミュニティー）

大西規生（大西マネジメント･ソリューション） 有住雅子（三菱電機）

吉岡　浩（三菱電機） 平山裕子（日本ＶＥ協会）

第40回 ＣＶＳ認定試験
【試験日】2019年10月19日（土）
申請受付期間 ： 2019年4月1日（月）～9月20日（金）

第22回 ＶＥスペシャリスト認定試験
【試験日】2019年12月7日（土）
申請受付期間 ： 2019年８月１日（木）～10月31日（木）

ＶＥリーダー認定試験
【試験期間】2019年4月18日（木）～2019年9月30日（月）

【試験期間】2019年11月1日（金）～2020年2月29日（土）

❶前期試験

❷後期試験

ＶＥリーダー
認定試験問題集
価格：900円＋税

ＶＥＬ試験
らくらく暗記ドリル
価格：500円＋税
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